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​【全天候型子ども遊戯施設について】​
​１　開館に至るまでの経緯について　​

​　⑴　背景と市民ニーズ​

​　　長崎市では、雨や夏の暑さなど天候に左右されない屋内の遊び場​

​を求める市民の声が非常に高くあるとともに、核家族化による孤立​

​感や子供同士・多世代間の交流減少も課題であった。​

​　　このため、令和元年８月から令和５年３月にかけて実施した「こ​

​ども元気プロジェクト」の事業の一つとして子どもたちが遊びなが​

​ら成長でき、かつ子育て相談もできる場所をつくることで、環境の​

​充実を図ることを目的として整備を進めることとなった。​

​　⑵　経過​

​　　•平成10年３月：長崎市いこいの里条例制定（現・長崎市あぐりの丘条例）​

​　　•平成10年７月：農業体験型施設「あぐりの丘」として開園。当初は農畜産物加工施設​

​　　　　　　　　　（ミルクプラント、ソーセージ工房）、レストラン、ビール工房、​

​　　　　　　　　　ミニ遊園地などを整備。​

​　　•平成13年４月：維持管理会社の解散により、市が維持管理を行うこととなる。​

​　　•平成18年４月：運営会社の撤退により、運営も市直営となる。​

​　　•平成21年度　：「いこいの里再整備計画」を策定し、「市民参加で創る、人と自然のつながりを​

​　　　　　　　　　　思いだし体感する場」及び「食農教育」が具体的なコンセプトとなる。​

​　　•平成30年度　：施設の方向性が「土と自然に親しむレクリエーションの場」から「遊びを通して​

​　　　　　　　     子どもの成長をみんなで育む施設」へと変更。​

​　•令和元年～３年度：アグリ基本計画策定を経て実施設計後、建設に着手。​

​　　•令和４年度　：遊戯施設（あぐりドーム）が完成し、あぐりの丘に指定管理者制度を導入。​

​　​

​※あぐりの丘について​

​子どもを中心として、若者及び高齢者を含む全ての世代に、​

​豊かな自然及び多様な施設を活かした遊び、体験、交流等の場​

​を提供することにより、子どもの健やかな成長を育むととも​

​に、市民のレクリエーションに資することを目的に設置。​

​〇コンセプト​

​・自然環境や全天候型子ども遊戯施設等を活かした遊び・体験​

​　を与える場。​

​・子どもを中心として、すべての世代が集い、楽しみながら​

​　世代を超えた交流の輪が広がる場。​

​・自然の風や光、季節を体感するとともに、施設を活用しなが​

​　ら心身のリフレッシュを醸成する場。​

​２　 施設の概要、施策等について​

​　⑴　概要​

​　　・名称：全天候型子ども遊戯施設（あぐりドーム）​

​　　・構造：鉄骨造平家建​
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​　　・延床面積：1,753.67㎡​

​　　・設置目的：子どもの好奇心、自主性、想像​

​　　　　　　　　力等を育むため、天候に左右さ​

​　　　　　　　　れずに子どもが安心して自由に​

​　　　　　　　　遊び、交流等ができる。​

​　　・コンセプト：天候や年齢、障害の有無等に関​

​　　 　　　　  　 わらず、子どもが安全・安心に​

​　　　　　　　　　遊べる。子どもがのびのびと遊　​

​　　　　　　　　　びながら健やかに成長できる。​

​　　　　　　　　　子ども同士の交流の輪が広がる。​

​　⑵　建設費​

​　　　８億4,145万6,336円​

​　　　（内訳）​

​　　　・主体工事費：660,865,700円​

​　　　・電気工事費： 63,437,000円​

​　　　・管工事費　：117,153,636円​

​　⑶　開館時間・休館日・入館料​

​　　・開館時間：午前９時から午後５時までの時間帯を基本とし、​

​　　　　　　　　１日８時間以上​

​　　・休館日　：毎週水曜日（学校の休業期間（夏休み等）を​

​　　　　　　　　除く）、水曜日が休日の場合は翌営業日、​

​　　　　　　　　及び年末年始。​

​　　・入館料（個人・1回につき）：子ども（小学生まで）　   250円（1歳未満は無料。）​

​　　　　　　　　　　　　　　　　 子どもの保護者等　　　   100円​

​　　　　　　　　　　　　　　 中高生等（子どもを除く） 100円​

​　　・あぐりの丘（ドームを除く）の入園料・駐車場使用料： 無料。​

​　⑷　主な遊具（例）​
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​３　運営方法等について​

​　⑴　指定管理者について​

​　　・名称：グロウスピア共同事業体​

​　　・代表団体：株式会社KTNソサエティ（広告代理店業務、プロダクション業務、催事事業業務、​

​　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ビル総合管理業務、人材派遣業など）​

​　　・構成団体：株式会社大和総業（建築物環境衛生管理、設備管理、清掃業務など）​

​　　　　　　株式会社松田久花園（造園工事、土木工事一式など）​

​　　　　　　　　株式会社森谷商会（建設機械・産業用機械・土木資材の販売・レンタル、​

​　　　　　　　　　　　　　　　　　イベント式典関係資材レンタルなど）​

​　⑵　利用状況（令和７年７月時点）​

​　　・あぐりドーム来館者数： 約29か月で30万人を突破。​

​　　・令和６年度（小計）：あぐりの丘全体の来園者数282,792人のうち、​

​　　　　　　　　　　　　　あぐりドーム利用者は115,547人。​

​４　その他（利用者からの評価）​

​　　アンケート（令和６年度実施）の結果、高い満足度が示されているが、アクセスや利用時間に関​

​する改善要望があった。​

​　⑴　満足度​

​　　　施設：「満足」「やや満足」87％​

​　　　スタッフ対応：「満足」「やや満足」約85％​

​　　　料金：「満足」「やや満足」約84％​

​　　　予約：「満足」「やや満足」82％。​

​　⑵　主な意見​

​　【肯定的な意見】​

​　・雨でも遊べる非常に良い場所ができてありがたい。​

​　・清潔感があり、遊びやすい。​

​　【改善要望】​

​　・遊戯時間が90分と短いため、無制限にしてほしい。​

​　・バスの運行が少なく、アクセスがしにくい。​

​　・もっと遊具が増えると良い。​
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​【武雄市図書館について】​
​１　開館（リニューアル）に至るまでの経緯​

​　⑴　背景と課題​

​　　平成12年に開館した旧図書館は、利用者の固定化や​

​来館者数の伸び悩みが課題となっていた。特に若年層​

​や子育て世代（30代～40代）の利用が少なく、魅力あ​

​る施設づくりが必要とされていた。​

​　　このため、武雄市では図書館を「まちづくりの核」​

​と位置づけ、移住・定住や関係人口の増加につなげる​

​ことを目的に、リニューアルすることとなった。​

​⑵　リニューアル方針​

​　⑶　整備方針、こども図書館について​

​　　平成25年４月にカルチュア・コンビニエ​

​ンス・クラブ（ＣＣＣ）株式会社を指定管​

​理者とし、リニューアルオープン。指定に​

​当たっては、スピード感を重視したため、​

​公募ではなく随意契約とした。​

​　　公立図書館に民間書店のノウハウを取り​

​入れ、カフェや書店を併設した新しいスタ​

​イルの図書館として整備した。​

​　　平成29年10月に敷地内に「武雄市こども​

​図書館」を新設し、多世代交流機能を強化​

​した。​



​文教委員会​

​武　雄　市​
​２　施設の概要について​

​⑴　開館時間・休館日​

​　　午前９時から午後９時（365日開館）、年中無休とすることにより利便性を向上させた。​

​⑵　コンセプト​

​　　「市民の生活をより豊かにする図書館」を掲げ、「学習の場」「交流の場」「楽しめる場」を​

​提供。図書館・書店・カフェ（スターバックス）が融合し、飲み物を飲みながら館内の本を閲覧​

​可能（ブック＆カフェスタイル）。​

​⑶　主な特徴​

​　ア　ライフスタイルの提案​

​　　　独自の22ジャンルによる図書分類や、書架の配置を工夫し、新たな本との出会いを創出。​

​　イ　イベント​

​　　　年間1,000回以上の講座やワークショップを開催し、市民の「やり甲斐・生き甲斐」づくりを​

​　　支援。​

​　ウ　こども図書館​

​　　　「遊び・学ぶ・育つ」をテーマに、読み聞かせや知育体験を提供。九州パンケーキカフェも​

​　　併設。​

​３　運営方法等について​

​⑴　指定管理者​

​　　カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社（ＣＣＣ）。​

​　　※図書貸出だけでなく、蔦屋書店やスターバックスの営業も同社が一体的に運営。​

​⑵　利用状況​

​　　リニューアル後、来館者数は劇的に増加し、平成25年度（初年度）は約92万人を記録（リ​

​ニューアル前は約25万人）。令和５年度の来館者数は約87万人、貸出冊数は約37万冊となってお​

​り、高い水準を維持している。​




